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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
。

　

今
回
の
実
験
で
は
、
局
設
備
か

ら
電
柱
の
下
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー

が
張
ら
れ
、
光
を
電
気
に
変
換
し

て
同
軸
線
で
立
ち
上
げ
て
架
線
上

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
給
電
す

る
と
と
も
に
ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム
の

信
号
で
や
り
取
り
す
る
。
50
メ
ー

ト
ル
間
隔
に
立
つ
電
柱
３
本
に
ア

リ
ス
社
（
Ａ
局
）、
シ
ス
コ
シ
ス
テ

ム
ズ
社
（
Ｂ
局
）、
モ
ト
ロ
ー
ラ
社

（
Ｃ
局
）
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

そ
れ
ぞ
れ
取
り
付
け
た
。

　

セ
ン
タ
ー
設
備
は
、Ａ
局
、Ｂ
局
、

Ｃ
局
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
用
設
備
が
置

い
て
あ
る
構
成
だ
。

　

Ａ
局
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
付

近
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
で
ユ
ー

ｂ
ポ
ー
タ
ル
サ
ー
バ
ー
と
認
証
サ

ー
バ
ー（
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｕ
ｓ
サ
ー
バ
ー
）

の
２
種
の
サ
ー
バ
ー
が
つ
か
さ
ど

る
。

　

こ
の
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｕ
ｓ
（Rem

ote 
A

uthentication D
ial-in U

ser 
Service

：
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
接
続

ユ
ー
ザ
ー
認
証
シ
ス
テ
ム
）サ
ー
バ

ー
は
、
ユ
ー
ザ
ー
名
、
パ
ス
ワ
ー

ド
を
介
し
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す

る
認
証
、
承
認
、
課
金
を
行
な
う

サ
ー
バ
ー
だ
。

　

ラ
ボ
の
仕
様
書
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ

認
証
を
必
須
、Ｅ
Ａ
Ｐ（Extensible 

A
uthentication Protocol

）
認

証
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
Ｗ
ｅ
ｂ
認
証
と
は
、

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
か
ら
加
入
者

が
通
信
す
る
と
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
バ

ー
か
ら
出
て
く
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
が

端
末
画
面
上
で
開
き
、
ユ
ー
ザ
ー

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
簡

易
な
認
証
で
あ
る
。

　
一
方
Ｅ
Ａ
Ｐ
認
証
は
、
電
子
証

明
を
介
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を

強
化
し
た
認
証
方
式
で
あ
る
。
端

末
と
認
証
サ
ー
バ
ー
間
に
ト
ン
ネ

ル
を
張
り
、
そ
の
中
で
ユ
ー
ザ
ー

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
伝
送
さ
れ
、

加
入
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
し

て
証
明
書
を
介
し
た
認
証
で
、
イ

　

当
日
は
京
急
線
が
土
砂
崩
れ
で

一
部
不
通
と
な
る
事
故
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
各
地
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
事

業
者
60
社
、
ベ
ン
ダ
ー
22
社
の
合

計
82
社
１
７
０
人
、
主
催
者
を
加

え
る
と
２
０
０
人
が
大
挙
し
て
詰

め
掛
け
、
熱
気
を
帯
び
た
講
演
会

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

ラ
ボ
と
日
本
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
連

盟
、
Ｙ
Ｒ
Ｐ
研
究

開
発
推
進
協
会
が

共
同
で
、
ラ
ボ
が

３
月
末
に
ま
と
め

た
技
術
仕
様
書

（
Ｊ
Ｌ
ａ
ｂ
ｓ
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
‐
０
２
５
）

の
有
効
性
を
検
証

し
、
実
際
に
ケ
ー

ブ
ル
事
業
者
に
使

っ
て
も
ら
う
た
め

に
７
月
30
日
か
ら

８
月
10
日
に
行
な

っ
た
実
証
実
験
の

報
告
会
で
あ
る
。

　

特
に
、
仕
様
書

で
全
国
の
事
業
者

間
の
ロ
ー
ミ
ン
グ

（
利
用
者
が
契
約

し
て
い
る
ケ
ー
ブ

ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
事
業

者
の
エ
リ
ア
外
で

も
、
提
携
し
て
い
る
ほ
か
の
事
業

者
の
設
備
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
）
を
目
的
に

決
め
た
ケ
ー
ブ
ル
業
界
共
通
の
Ｓ

Ｓ
Ｉ
Ｄ（
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
識

別
子
）
を
用
い
て
今
回
実
証
実
験

を
行
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
の

注
目
を
集
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　

実
証
実
験
で
は
８
項
目
を
検
証

し
、
若
干
の
課
題
が
明
ら
か
に
な

っ
た
ほ
か
は
、
予
定
の
結
論
を
得

て
、
本
格
導
入
に
向
け
た
課
題
は
、

ほ
ぼ
ク
リ
ア
に
さ
れ
た
。

　

こ
の
成
果
は
、
ケ
ー
ブ
ル
事
業

者
自
身
が
ケ
ー
ブ
ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の

全
国
ロ
ー
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
安

価
に
整
備
す
る
技
術
を
確
立
し
、

商
用
化
の
扉
を
大
き
く
開
い
た
画

期
的
成
果
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
単
局
の
ケ
ー
ブ
ル
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
の
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
よ
う
。

　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
基
地
局
と
な
る
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
３
・
０
の
ケ
ー
ブ
ル
モ
デ
ム

を
内
蔵
し
、
ケ
ー
ブ
ル
網
の
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
と
接
続
し
て
局
舎
の
Ｃ

Ｍ
Ｔ
Ｓ
と
の
間
で
通
信
す
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
際
に

は
加
入
者
認
証
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
、
Ｗ
ｅ

ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
れ

る
と
同
時
に
動
画
が
映
り
、
Ｔ
Ｖ 

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
が
実
現
。

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
は
、
実
に
１
０
０

Ｍ
ｂｐ
ｓ
の
高
速
を
記
録
し
た
。

　

Ｂ
局
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、

ア
ン
テ
ナ
内
蔵
の
軽
量
型
。

　

Ｃ
局
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
で

は
ロ
ー
ミ
ン
グ
を
実
験
。
Ａ
局
の

ユ
ー
ザ
ー
名
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
ロ

グ
イ
ン
す
る
と
、
Ｃ
局
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
き
ち
ん
と
つ
な
が

り
、
ロ
ー
ミ
ン
グ
を
確
認
で
き
た
。

　

今
回
の
目
玉
で
あ
る
ロ
ー
ミ
ン

グ
の
仕
組
み
は
、
各
単
局
の
認
証

サ
ー
バ
ー
は
自
局
加
入
者
し
か
認

証
で
き
な
い
の
で
、
上
位
に
代
理

認
証
を
行
な
う
Ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｕ
ｓ
プ

ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
置
き
、
今
回

の
よ
う
に
Ａ
局
の
加
入
者
が
そ
の

ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

Ｃ
局
で
入
れ
る
と
、
Ｃ
局
は
Ｒ
ａ

ｄ
ｉ
ｕ
ｓ
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
に

問
い
合
わ
せ
て
Ａ
局
の
認
証
サ
ー

バ
ー
に
確
認
に
行
き
、
Ａ
局
で
認

証
し
た
結
果
が
Ｃ
局
に
戻
っ
て
く

る
仕
組
み
を
取
る
。
そ
の
認
証
を

終
え
て
Ｃ
局
と
端
末
が
無
線
で
つ

な
が
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は

認
証
サ
ー
バ
ー
の
上
位
に
Ｒ
ａ
ｄ

ｉ
ｕ
ｓ
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
置

く
簡
易
な
形
で
、
県
単
位
や
地
域

な
ど
で
ケ
ー
ブ
ル
事
業
者
が
Ｒ
ａ

ｄ
ｉ
ｕ
ｓ
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を

共
有
す
る
だ
け
で
実
現
す
る
。

　

模
擬
実
験
で
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
で
ロ
ー
ミ
ン

グ
を
し
た
が
、
実
シ
ス
テ
ム
は
Ａ

県
、
Ｂ
県
、
Ｃ
県
と
そ
れ
ぞ
れ
県

単
位
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
ロ
ー
ミ
ン
グ
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　

ラ
ボ
の
豊
川
氏
は
、「
ケ
ー
ブ
ル

事
業
者
が
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
で
連
携
し
合

お
う
と
す
る
と
、
共
通
化
に
行
き

着
く
が
、
そ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
だ
。
バ
ラ
バ
ラ
に
や
っ
て
か

ら
整
備
す
る
の
は
大
変
な
の
で
、

業
界
と
し
て
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
整
備
す
る
話
を
、
可
能
な
限

り
今
か
ら
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
掘

り
下
げ
る
べ
き
だ
と
い
う
感
じ
は

す
る
」と
指
摘
す
る
。

　

音
頭
取
り
が
出
て
新
し
い
こ
と

が
始
ま
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
ケ

ー
ブ
ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
で
も
有
志
が
集

ま
り
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
局
が
始
め

る
形
に
な
る
だ
ろ
う
。
１
社
で
や

で
ワ
ー
キ
ン
グ
を
発
足
す
る
話
も

出
て
お
り
、
富
山
グ
ル
ー
プ
や
Ｃ

Ｎ
Ｃ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
な
ど
か
ら
始
ま

っ
て
い
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
」と
言
う
。

　

今
後
１
年
の
う
ち
に
ケ
ー
ブ
ル

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
広
域
連
携
の
先
導
的

な
事
業
が
出
現
す
る
と
、
そ
れ
を

フ
ッ
ク
に
全
国
で
同
じ
形
で
広
ま

り
そ
う
だ
。

　

現
在
は
ケ
ー
ブ
ル
局
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
は
、
半
径
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
広
が
り
し
か
持
た
な
い
自

局
に
限
ら
れ
る
が
、
ケ
ー
ブ
ル
事

業
者
が
ケ
ー
ブ
ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の
ロ

ー
ミ
ン
グ
で
半
径
１
０
０
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
ま
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
は
新
た
な
地

域
の
生
活
情
報
を
顧
客
に
提
供
す

る
手
段
と
し
て
、
ほ
か
の
キ
ャ
リ

ア
に
対
し
て
非
常
に
有
利
な
立
場

に
立
つ
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

　

そ
の
理
由
は
、
豊
川
氏
に
よ
れ

ば
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
は
、
非
常
に
安
い

情
報
手
段
だ
か
ら
だ
。
３
Ｇ
携
帯

は
、
安
く
て
も
１
人
月
額
数
千
円
、

家
族
５
人
で
数
万
円
か
か
る
。
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
は
、
た
と
え
ば
月
額
３
０

０
円
で
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
５
つ
ま
で

無
料
で
使
え
る
と
い
う
今
話
題
の

格
安
航
空
券
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
み
た
い
な

も
の
だ
。
地
域
の
生
活
情
報
を
的

確
に
隣
り
の
ケ
ー
ブ
ル
事
業
者
と

連
携
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す

る
努
力
を
す
れ
ば
、
い
わ
ば
ビ
ジ

ネ
ス
ク
ラ
ス
か
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
並
み
の
Ｌ
Ｌ
Ｃ
キ
ャ
リ
ア
を
目

指
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

豊
川
氏
は
、「
ケ
ー
ブ
ル
事
業
者

は
、
こ
れ
を
武
器
に
ケ
ー
ブ
ル
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
で
は
、
半

径
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
連

携
を
目
指
す
べ
き
で
、
１
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
顧
客
は
、
必
ず
次
に
半
径
１
０

０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
す
る
。
時
間
を
か
け
れ
ば

全
国
連
携
に
波
及
す
る
の
は
必

然
」と
し
て
い
る
。

　

野
田
、
豊
川
の
両
氏
は
、
ケ
ー

ブ
ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
発
展
の
道
筋
を
半

径
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
半
径
１
０

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
最
終
の
半
径

１
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
３
段

階
に
置
き
、
特
に
半
径
１
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
に
よ

る
生
活
情
報
圏
を
基
盤
に
、
ケ
ー

ブ
ル
無
線
の
ま
っ
た
く
新
し
い
時

代
の
到
来
を
予
見
し
て
い
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
ケ
ー
ブ

ル
事
業
に
ど
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す
か
は
、
次
回

に
紹
介
す
る
。

る
よ
り
、
皆
で
や
れ
ば
、
投
資
額

も
安
く
な
り
、
非
常
に
安
価
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
の
で
、

コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
は
十
分
引
き
出

せ
る
。
今
回
の
実
証
実
験
は
そ
の

取
っ
掛
か
り
を
作
っ
た
も
の
だ
。

　

設
備
は
難
し
い
と
こ
ろ
は
何
も

な
い
。
認
証
装
置
１
台
で
１
万
〜

10
万
の
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
が
管
理
で

き
、
必
要
に
応
じ
て
２
台
、
３
台

と
積
み
上
げ
れ
ば
よ
い
。
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
局
が
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
事
業
を
希

望
す
る
ケ
ー
ブ
ル
事
業
者
を
取
り

ま
と
め
て
、
そ
れ
を
入
り
口
に
し

て
ケ
ー
ブ
ル
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
で
地
域
連

携
を
実
現
し
て
い
く
の
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
る
点

は
、
一
気
に
全
国
１
カ
所
に
集
約

す
る
の
は
、
非
常
に
時
間
が
か
か

る
。
中
国
、
四
国
、
九
州
な
ど
地

域
が
ま
と
ま
っ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
作
り
、
相
乗
り
し
て
い
く

の
が
一
番
や
り
や
す
い
方
法
だ
。

　

ユ
ー
ザ
ー
目
線
で
見
る
と
、
生

活
情
報
の
ニ
ー
ズ
は
電
話
の
通
話

比
率
を
見
て
も
ほ
と
ん
ど
県
内
の

通
話
で
あ
る
。
残
り
が
全
国
に
散

ら
ば
る
の
で
、
ま
ず
第
１
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
県
内
中
心
の
地
域

連
携
が
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
自
明
で
あ
る
。

　

野
田
氏
は
「
あ
ち
こ
ち
の
地
方

 ケーブルWiFi
半径100kmの連携実験に成功
〜ケーブルWiFiコンファレンスで技術基盤を確立〜

Ｔ
Ｖ 

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ

１
０
０
メ
ガ
で
実
現
も

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
局
を
核
に

県
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　「こんなシンプルな装置で地域間ローミングができるのか」。9月25日神奈川県
の横須賀リサーチパーク（以下、YRP）で開催された「ケーブルWiFiコンファレ
ンス」に集まったケーブル事業者は、初めて目にするケーブルWiFi（無線LAN）
の設備の簡易さに驚くと同時に期待に胸を膨らませた。
　ケーブルWiFiは一体どのような仕掛けで何を期待できるのか、コンファレンス
と日本ケーブルラボ（以下、ラボ）の野田 勉、豊川博仁の両主任研究員に取材した。

県
単
位
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
を

模
擬
し
た
接
続
実
験

半
径
１
０
０
㎞
圏
内
の
連
携

基
盤
に
生
活
情
報
提
供

▶架線に設置した
アクセスポイント

◀ローミングを行なう
センター機器


